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多
羅
尾
小
学
校
の
多
目
的
室
で
10
月
17
日
、
車
い
す
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
森も

り

圭け
い

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
を
お
迎
え
し
て

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
さ
ん
は
16
歳
の
と
き
に
バ
イ
ク
事
故
を
お
こ
さ
れ
生
死

を
さ
ま
よ
っ
た
果
て
に
車
い
す
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
苦
し
い
こ
と
悲
し
い
思
い
を
体
験
さ
れ
ま

し
た
が
、
車
い
す
の
生
活
に

な
っ
て
か
ら「
と
て
も
自
由
に

な
っ
た
、
毎
日
が
し
あ
わ
せ

だ
よ
」と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
生

き
方
を
笑
顔
で
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
会
場
は
森
さ

ん
の
素
敵
な
歌
声
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
会
場
の
皆
さ
ん
は

魅
了
さ
れ
、
森
さ
ん
と
子
ど

も
た
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

心
が
溶
け
込
み
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い
開
催

●
岩
上
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
岩
上
自
治
振
興
会
と
岩
上
地
区
地
域
福
祉
協
議
会
主
催
の
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い
が
10
月
10
日
、
岩
上
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
13
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
水
口
介
護
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
タ
オ
ル
を
使
っ
た

体
操
や
指
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
指
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
で
は
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
指
が
動
か
ず
皆
さ

ん
四
苦
八
苦
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
昼
食
後
は
、「
水
口
笑
い
隊
」

に
よ
る
寸
劇
が
披
露
さ
れ
、

高
齢
者
の
つ
ど
い
の
ス
タ
ッ

フ
が
急
遽
寸
劇
に
登
場
す
る

場
面
や
、
歌
や
体
操
な
ど
も

あ
り
、
笑
い
の
絶
え
な
い
時

間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

を
楽
し
ん
だ
後
、
閉
会
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

身近な歴史を再発見
●甲賀大原地域市民センター

　
10
月
27
日
、
大
原
自
治
振
興
会
主
催
の
歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催

さ
れ
、
当
日
は
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
64
人
が
秋
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
補ほ

陀だ

楽ら
く

寺じ（
大
原
市
場
）、
福ふ

く

生し
ょ
う

寺じ（
高
野
）、
林は

や
し

田だ

騰と
う

九く

郎ろ
う

翁お
う

顕け
ん

彰し
ょ
う

碑ひ（
相
模
）な
ど
を
歩
い
て
巡
り
、
各
ポ
イ
ン
ト
で「
甲
賀
の
郷
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」の
方
か
ら
説
明
を
聞
き
、
お
昼
に
は
新
米
の

お
に
ぎ
り
や
、
地
元
特
産
の
鹿
深
み
そ
と
猪
肉
が
入
っ
た
み
そ
汁
を
味
わ

い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
素
晴
ら
し
い
文
化
財

が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」「
こ
の
地
に
偉
大
な
功
績
を
残
し
た
人
が
い

る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大豊作に大喜び
●山内地域市民センター

　
山
内
小
学
校
の
５
年
生
が
10
月
３
日
、
稲
刈
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、
教
室
で

地
元
の
方
か
ら
稲
作
に
つ
い
て
の
学
習
や
食
べ
物
に
感
謝
す
る
こ
と
、
ま

た
昔
の
山
内
で
起
こ
っ
た
干
ば
つ
や
災
害
に
つ
い
て
の
話
を
お
聞
き
し
て

い
る
間
に
天
気
も
回
復
。

　
そ
し
て
、
い
ざ
田
ん
ぼ
へ
。
５
月
に
植
え
た
緑
の
田
ん
ぼ
は
、
た
わ
わ

に
稲
穂
を
付
け
て
黄
金
色
に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
台
風
の
影
響
も
あ
り
収
穫
量
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
に
な
い
大

豊
作
と
な
り
多
く
の
方
々
が
収
穫
作
業
の
お
手
伝
い
に
来
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
に
ぎ
や
か
な
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
お
米
は
、
12
月
の
収
穫
祭
で
お
に
ぎ
り
に
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

森
圭
一
郎
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
＆

ラ
イ
ブ「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

●
多
羅
尾
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲タオルを使った体操を楽しむ参加者

▲林田騰九郎翁顕彰碑を見学する参加者

▲�稲刈りに汗を流す山内小学校児童

▲森圭一郎さんを迎えての「ふれあいコンサート」

問
い
合
わ
せ

情
報
基
盤
整
備
推
進
室
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甲賀市美術展覧会
作 品 募 集

　市民の皆さんの文化芸術への関心を高め、創作
作品の発表と鑑賞の機会を設け、明るく楽しい文
化生活を実現することを目的として開催します。

●会期/平成26年2月22日（土）～3月2日（日）
●場所/
　◦書、工芸･立体部門…あいこうか市民ホール
　◦平面、写真部門…碧水ホール
●�応募資格/甲賀市・湖南市内に在住または通勤・通学する
方（中学生以下は応募できません）
●応募部門および作品規格/
1）平面（洋画・日本画・版画等）
　�キャンバスサイズが20号（72.7cm×50cm）以上、50
号（116.6cm×116.6cm）以内。日本画、水墨画、切り
絵等もこれに準ずる。ただし、版画は下限を設けない。
展示できるように額装などの配慮をすること。ただし、
ガラスは入れない。展示用のつり紐を付けること。
2）工芸･立体（彫刻･立体造形等）
　�平面作品は縦、横がそれぞれ2.2m以内（外装を含む）。
立体作品は縦･横･高さの合計が2.4m以内の作品で、
かつその一辺が1.5m以内とする。手動で移動可能な
範囲で、展示上危険でないもの。

3）�書　作品は半切（36cm×136cm）以上、16平方尺
以内。ただし、一辺が2.4m以内。額装に限る。篆刻、
刻字作品についても、規定枠内とする。作品の釈文を
添えてお申込みください（形式は自由）。いずれも展示
しやすい形態であること。

4）写真
　�フイルムカメラ、デジタルカメラによる作品（自家出力
プリントも可）とする。単写真は半切・A3ノビ以上。組
写真は、1m×2.2m以内とし、作品を一体化してはず
れないようにして出品すること。作品は額装（ガラス・
アクリル板は入れない）またはパネル張りとし、展示用
のつり紐を付けること。
●出品点数�/一人につき平面、工芸、立体、書部門は1点、

写真部門は2点以内
●出品料/作品1点につき500円
　※�次の方は無料です。高等学校、特別支援学校高等部の学

生、18歳以下の方。
●搬入日時/平成26年2月16日（日）
　　　　　　9時～17時（時間厳守）
●搬入場所/
◦書、工芸･立体部門…あいこうか市民ホール
◦平面、写真部門…碧水ホール
　※�詳しくは各地域市民センター、公民館、図書館などにお

いてある募集要項（11月下旬配布）をご覧ください。

問い合わせ

☎62-2626／ 62-2625
甲賀市美術展覧会実行委員会事務局

第９回

音
声
放
送
端
末
機
を

設
置
し
て
い
ま
す

甲
賀
市
情
報
基
盤
整
備
事
業

　
市
で
は
、
地
域
に
安
全
安
心
を
お
届
け
す
る

た
め
、
音
声
放
送
端
末
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、
市
内

全
域
の
光
網
幹
線
工
事
も
ほ
ぼ
完
了
し
、
水
口
、

信
楽
地
域
に
続
き
、
10
月
か
ら
土
山
、
甲
賀
地

域
の
音
声
放
送
端
末
機
設
置
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
工
事
の
際
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

音
声
端
末
機
設
置
工
事
予
定

平成26年1月～ 平成25年10月～ 日
程

甲
賀

土
山

甲
賀

土
山

施
工
計
画
地
域
名

大
久
保・大
原
中・拝
坂・

鳥
居
野・相
模・

大
原
市
場・上
野・

鹿
深
台・滝・高
嶺・

五
反
田・小
佐
治・神
保・

隠
岐

大
河
原
１・大
河
原
２・

東
野
１・東
野
２

西
野
１・西
野
２・

黒
滝・上
の
平・中
之
組・

川
西・黒
川
市
場・猪
鼻・

山
中・笹
路・山
女
原・

北
東・北
芝・北
西・

平
子・東
瀬
音・西
瀬
音・

青
土・野
上
野・大
澤・

前
野・片
山・今
宿・

末
田・布
引・

緑
ヶ
丘
１
―
１・

緑
ヶ
丘
１
―
２・

第
２
緑
ヶ
丘・香
野
団
地

檪
野・神・大
原
上
田・

高
野・油
日・田
堵
野・

毛
枚・和
田・岩
室

山
中・南
東・南
中・

南
西・北
中・頓
宮・

市
場・徳
原・三
軒
家・

里・新
里・寺
前・

緑
ヶ
丘
５

▲音声放送端末機

○�

施
工
地
域
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
進
み
具
合

に
応
じ
て
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▲音声放送端末機設置工事の様子
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